


漁協が運営する大神魚市場では魚価の向上のため、仲買人が競り落とした新鮮な魚介類を同市

場内で販売する朝市をほぼ毎朝開催しており、地元住民はもちろん、町外や遠方からも人が訪れ

て賑わっている。近年では来場者数が市場セリ値に大きく影響するまでになっていることから、

集客人数を増やすことが魚価向上に有効であり、魚食普及にも繋がる。

小型底びき網漁業者は、漁獲量の安定しているハモの流通改善と名産化を目的としたハモ部会

を平成24年に発足させた。流通改善では、骨切りなどの 一次加工を行う捌き所を整備し、直売

や町内・近隣市町村の飲食店などへの販売をするほか、名産化では、町内のハモ食文化が乏しく

漁獲されることすら知られていなかったため、ハモのフライや唐揚げ、すり身揚げ等の商品を開

発し、町内外のイベント等に積極的に参加 ・販売してPR活動を行っている。

また、捌き所ではハモだけで無く、朝市で購入した魚を有料で扮lくサービスも行う等、魚市場

の活性化に貢献しているが、蓄養水槽等それ以外の施設は老朽化が進んでおり、活魚販売等によ

る集客力や付加 価値向上を目指すうえで、これら施設を改修する必要が生じている。

一方、資源の増大を図るため、ガザミなどの種苗放流やクルマエビの囲い網馴致放流に取り組

んでいる。 中でも町特産として振典を図ってきた「城下かれい」（マコガレイ）は、近年、資源

の減少が特に危惧されているため、中間育成や稚魚の育成場となるアマモ場の造成等にも取り組

んでいる。

3 活性化の取組方針

(1) 前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等
 



(2)今期の浜の活力再生プランの基本方針

上記(1)に記した前期取組みを通じて得られた成果や課題等を踏まえつつ、魚市場の活性化

やハモの流通改善を中心とした魚価の向上と、従来の栽培漁業や資源管理等の継続に加え、町特

産の城下かれいの漁獲量の増大を重点化することで、 漁家所得の向上を目指す。

また、減速操行や定期的な船底の清掃の徹底による省燃油活動を推進し、操業コストの削減を

図ることで、漁家収入の底上げを図る。

(3)漁獲努力量の削減・維持及びその効果に関する担保措置

大分県漁業調整規則による採捕禁止（クルマエビ全長10cm以下、 ガザミ甲幅15cm以下）を

遵守する。

大分海区漁業調整委員会指示による採捕禁止（マコガレイ全長 15cm以下、 クルマエビ全長

13cm以下）を遵守する。

大分県漁協日出支店資源管理計画に参画する漁業者は、毎月第二土曜日（小型底曳網は12月

最終土曜日を除く毎週土曜日）の休漁と、採捕禁止（マコガレイ全長15cm以下、クルマエビ全

長13cm以下）、 ガザミ抱卵個体の保護（再放流5~7月）に取り組む。

(4)具体的な取組内容（毎年ごとに数値目標とともに記載）

1年目（令和2年度）以下の取り組みにより、 組合員所得を7. 0 96向上させる。



















ア）種苗放流
漁協及び日出町が協力してクルマエビ2 0万尾、ガザミ1 2万尾、ナマコ

2万尾の種苗を購入し、放流を行い、漁獲量の向上を図る。

イ）生息環境の整備

日出町沿岸の漂流・漂着物処理を行い、環境維持に努める。

ウ）資源保護
ひじき等の藻類について根からの採取を控えるよう漁業者に周知し、資源

の減少を防ぐ。

5)牡蠣養殖の取り組み
ア）引き続き牡蠣の一般販売を実施する。

漁業コスト削減 減速操行や船底の定期清掃を徹底することで、燃油消費量を削減する。

のための取組

活用する支援措 漁業経営セ ー フティネット構築事業、水産多面的機能発揮対策事業

憤等

(5)関係機関との連携

• 朝市の活性化のため、仲買業者、観光関係者や町内外の宿泊施設等と連携する。

・ハモの消費拡大を図るため、IBJ内料飲店と連携する。

4 目標

(1)所得目標

漁業所得の向上15%以上 基準年
- - - - - - -

目標年

平成26-30年度5中3平均：漁業所得 千円
令和 6年度 ：漁業所得 千円

(2)上記の算出方法及びその妥当性



基準年

別添資料のとおり

(3) 所得目標以外の成果目標

市場で販売されるマコガレ 基準年 平成26-30年度5中3平均： 0. 6トン

イ漁獲量の向上
--------------- ------------------------------------------------------------

目標年 令和6年度 : 1. 1トン
0. 5トン以上

(4) 上記の算出方法及びその妥当性

マコガレイを1年目では、2,000尾放流し、 5年目では、10,000尾放流する。 その中で水揚量

を10%程度と仮定すると5年目では、1,000尾の漁獲向上が見込まれ、1尾当たりの重量は、平
均して500gであるため、漁獲量が0. 5トン向上する。

5 関連施策
活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性

事業名 事業内容及び浜の話力再生プランとの関係性

漁業経営セ ー フティ 減速航行や船底の定期清掃による経費の削減
， 

ネット構築事業

水産多面的機能発揮 アマモ場の拡大、 漂流・漂着物の処理

対策事業




